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【調査研究の概要】 

・子どもや住民の被ばくを最小化し住民の健康被害を減らすことを目的として活動を行っている。活動ポイント

は下記のようなものである。①空気中のホコリの放射能調査。②子どもを中心とした尿検査による内部被ばく

実態の調査。③低線量被ばくの危険性についての周知と啓発。 

・2015年度の活動状況と成果は下記のようなものです。 

（１）各地のグループと連携して尿検査と被ばく最小化を推進 

福島県伊達市、宮城県白石市、栃木県塩谷町、東京都あきる野市などで被ばく最小化を進める保護者グループ

との連携ができた。 

（２）地域の協力により内部被ばく状況の違いが明らかになってきた 

地域による内部被ばく実態の違いが見えてきた。福島県など放射能汚染の高い地域と東京在住の人を比較する

と、尿からセシウムが検出される比率も福島の方が多く、また検出されるセシウムの濃度も高い傾向がある。 

（３）リネン吸着法は空気中のホコリの放射能を敏感に検出する 

大気中のホコリの放射能を測定するためにリネン吸着法プロジェクトを進め、東日本を中心に 62カ所の調査

を行った。またエアダストサンプラーとリネン吸着法のデータの相関関係を調査した。 

【調査研究の経過】 

・「リネン吸着プロジェクト」では、東日本を中心に延べ 62 カ所での測定を実施した。測定結果はウエブサイ

ト上にマップの形で公開した。http://chikurin.org/?page_id=3390  

・福島県、栃木県、宮城県などを対象に 88人の尿検査を行った。 

・尿検査結果などをもとに、低線量被ばく問題の講演・セミナー・学習会を各地で 17回実施。延べ約 500人が

参加。 

【今後の展望など】 

・尿検査の結果から地域により内部被ばく状況に違いがあることが判明。引き続きデータを積み重ね精度の高い

ものにする。 

・リネン吸着法により大気中粉塵の放射能量を捉えることが可能であることが判明。風の強いところと弱いとこ

ろでリネン吸着の効率は約7倍程度の違いがある。更にデータを積み重ねて相関関係を明らかにしてゆきたい。 

・地域で尿検査を推進するグループとの協力関係ができた。今後更に、連携関係を深めるとともに他地域への展

開を図る。 
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